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生活支援体制 

整備事業 

 みなさんは、１０年後、２０年後、そして将来に向けて、自分たちの町

をどのような地域にしたいですか？ 

今、全国の市町村で、住民も行政も一緒になった新しい地域づくりが一

斉に始まっています。 

 その一番の柱は、住民が主役となった助け合い活動の推進です。 

 平成２７年の介護保険法改正で、団塊世代が後期高齢者になる２０２５

年に向けて、地域で助け合い、高齢者の日常生活を支える仕組みづくり 

（生活支援体制整備事業）を充実させることが追加されました。 

 改正のポイントは３つ・・・①「高齢者の社会参加」、②「介護状態の重

症化を防ぐ」、③「助け合える地域づくり」です。 

 誰もが住み慣れた地域で、いつまでも安心して暮らし続けられるよう、

一緒に助け合いの地域づくりを考えていきましょう。 

誰もが 住み慣れた地域で 

最期までいきいきと 

心豊かに暮らせる社会に向けて 

（厚生労働省発表のデータより算出） 

 

現
在
の
日
本
は
『
超
高
齢
化
社
会
』
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
、

更
に
高
齢
化
が
進
む
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
は
支
え
手

で
あ
る
若
い
世
代
の
人
口
は
減
少
し
つ
つ
あ
り
、
将
来
的
に
は
次

の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

・
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
加
→
税
金
や
介
護
保
険
料
が
増
え

る
。 

・
担
い
手
、
支
え
手
が
不
足
→
様
々
な
支
援
活
動
や
サ
ー
ビ
ス
が

回
ら
な
く
な
る
。
…
な
ど 

背景 
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「地域の支え合い通
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～生涯現役でいつまでも元気で支え手になりましょう～ ～
６
５
歳
以
上
が
「
支
え
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
支
え
る
側
に
」
～ 

https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjr_f-YpeDgAhXSdt4KHfTRDg8QjRx6BAgBEAU&url=https://www.photo-ac.com/main/search?q%3D%E7%A9%8D%E4%B9%B1%E9%9B%B2%26srt%3Ddlrank%26pp%3D70%26p%3D33&psig=AOvVaw3lL7CHQA1YHi7L1G9CeVlL&ust=1551507107751054
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwjgxIjtstjgAhVJyIsBHRPnAdkQjRx6BAgBEAU&url=https://abe-yousuke.net/post-1261/&psig=AOvVaw2efhjzNz9GCqVnWxUDnVUk&ust=1551236007415151
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj7grSrr9bgAhXE3mEKHXFxCTgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-pocket.com/illust/9369&psig=AOvVaw18UuihxE-UEFxyIi_zS8Gl&ust=1551166413466773
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj7grSrr9bgAhXE3mEKHXFxCTgQjRx6BAgBEAU&url=https://www.illust-pocket.com/illust/9369&psig=AOvVaw18UuihxE-UEFxyIi_zS8Gl&ust=1551166413466773
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiynP_7rNbgAhWVFogKHfFkBDYQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/12/blog-post_3639.html&psig=AOvVaw0gTN34PMQDA99iS760azDu&ust=1551165771699849
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiynP_7rNbgAhWVFogKHfFkBDYQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2013/12/blog-post_3639.html&psig=AOvVaw0gTN34PMQDA99iS760azDu&ust=1551165771699849


2 

 

 

  

 

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
人
生
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、「
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」
が
一
体

的
に
提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
仕
組
み
づ
く
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
そ
の
中
の
「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
」

を
更
に
充
実
さ
せ
て
い
く
も
の
で
す
。 

 

地
域
の
支
え
合
い
や
助
け
合
い
を
作
り
だ
し
発
展
さ
せ
て
い
く
そ
の
主
体
は
、
も

ち
ろ
ん
地
域
の
み
な
さ
ん
で
す
。 

 

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
石
川
町
全
域
（
第
１
層
）
及
び
各
地
区
（
第

２
層
）
で
は
、
住
民
主
体
の
『
協
議
体
』
を
設
置
し
、『
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
支
え
合
い
推
進
員
）』
を
配
置
し
て
い
ま
す
。 

◆
協
議
体
（
福
祉
部
会
）
と
は
・
・
・ 

◆
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は
・
・
・ 

 

地
域
の
社
会
資
源
の
発
掘
や
課
題
の
発
見
と
、
支
え
合
い
の
協
議
な
ど
を

行
い
な
が
ら
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
を
発
展
さ
せ
進
め
て
い
く
場
で
す
。 

 

地
域
の
社
会
資
源
の
発
掘
や
様
々
な
人
・
専
門
職
・
団
体
等
の
つ
な
が
り

を
深
め
る
な
ど
、
地
域
の
支
え
合
い
の
調
整
役
を
担
い
ま
す
。 

昨年度末までに沢田・山橋・中谷・

母畑・野木沢地区で自治協議会が設立

され、その中に福祉部会（第 2 層協

議体）が設置されました。 

安心して住み続けられる地域に向け

て、自分たちの地域に必要なことを話

し合っていきます。 

位置 ◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
・
・
・ 

介
護
が
必
要
な
方
な
ど
を 

地
域
・
・
・
住
み
慣
れ
た
地
域
で 

包
括
・
・
・
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ま
と
め
な
が
ら 

ケ
ア
・
・
・
お
世
話
す
る 

 

シ
ス
テ
ム
・
・
・
し
く
み
で
す
。 

生活支援体制整備事業 

内容 

母畑地区福祉部会議の様子 
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 自治協議会が設立した 4 地区（沢田・山橋・中谷・母畑）には、福祉部会の活動を推
進するために、生活支援コーディネーターが配置され、支え合い・助け合いの地域づくり
が始まりました。それぞれの地区の活動の紹介と、みなさんの地区の生活支援コーディネ
ーターを紹介します。（野木沢地区は４月からスタートします。） 

福
祉
部
会
主
催
で
行
わ
れ
た
「
終
活
」
講

演
会
の
様
子
。 

「
傾
聴
」
の
勉
強
会
に
は
多
く
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
ス
タ
ー
ト 

【沢田地区】 
生活支援 

コーディネーター 
水野 澄恵 

 

平
成
２
９
年
か
ら
健
康
福
祉

部
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
部
会
は
行

政
区
長
を
中
心
に
、
民
生
児
童
委

員
、
保
健
協
力
員
、
白
鳥
の
会
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

１
年
目
は
「
支
え
合
い
の
仲
間

づ
く
り
」
の
た
め
に
外
部
講
師
を

呼
び
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
山
形
県
天
童
市
内
の
地

域
で
助
け
合
い
づ
く
り
を
し
て

い
る
「
の
～
ん
び
り
茶
の
間
」
を

視
察
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
配
置
と
な
っ
た
昨 

年
か
ら
、
「
支
え
合
い
の
し
く
み

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
る
具
体

的
な
話
し
合
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。 ８

月
に
は
「
傾
聴
」
の
勉
強
会

を
実
施
し
、
部
会
員
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
が
一
緒
に
、
２
月
中
旬

か
ら
一
人
暮
ら
し
や
話
し
相
手

が
欲
し
い
と
い
う
高
齢
者
の
方

へ
の
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

昨
年
５
月
か
ら
福
祉
部
会
が

ス
タ
ー
ト
し
、
部
会
は
長
寿
会
を

中
心
に
、
民
生
児
童
委
員
、
保
健

協
力
員
、
更
生
保
護
女
性
会
、
人

権
擁
護
委
員
な
ど
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

平
成
２
９
年
度
に
国
の
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
受
け
、
長
寿
会
の

方
々
が
高
齢
者
宅
へ
戸
別
訪
問

し
、
日
常
生
活
や
生
活
支
援
等
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。 

福
祉
部
会
で
は
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
て
、
高
齢
者
の
「
日
常
生

活
で
の
困
り
ご
と
」
の
解
決
（
支

え
合
い
）
に
向
け
て
話
し
合
い
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
部
会
の 

活
動
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
昨
年
１

１
月
に
は
「
終
活
セ
ミ
ナ
ー
」
を

企
画
し
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

現
在
は
、
傾
聴
の
勉
強
会
を
終

え
、「
地
域
の
人
が
地
域
の
人
を
見

守
っ
て
い
く
お
互
い
さ
ま
の
活

動
」
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
検
討

を
重
ね
て
い
ま
す
。
３
月
に
は
視

察
・
研
修
も
行
い
ま
し
た
。 

 

「
今
で
き
る
こ
と
は
、 

寄
り
添
い
・
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
」 

 

沢
田
地
区
の
高
齢
者
は
と
て

も
元
気
な
方
が
多
い
で
す
。
地

域
の
み
な
さ
ん
が
当
た
り
前
の

よ
う
に
お
互
い
を
見
守
り
支
え

合
っ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
高
齢
者
の
方
々

が
、
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
皆
様

の
力
を
頂
き
な
が
ら
活
動
を
進

め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
な
っ
て
２
年
目
。
役
割
の

事
も
地
域
の
事
も
ま
だ
ま
だ
学

ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

各
地
区
に
足
を
運
び
、
地
域
の

実
情
を
知
り
、
福
祉
部
会
の
皆

様
と
共
に
、
住
民
一
人
一
人
が

安
心
し
て
生
き
生
き
と
暮
ら
し

て
い
く
た
め
の
し
く
み
づ
く
り

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

【中谷地区】 
生活支援 

コーディネーター 
吉田 真澄 
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改
め
て
地
域
の
力
の
大
切
さ
を
考
え 

る
こ
と
が
で
き
た
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。 

【山橋地区】 
生活支援 

コーディネーター 
矢内 啓子 

【母畑地区】 
生活支援 

コーディネーター 
永沼 直好 

「
最
期
ま
で
、
自
分
ら
し
く
・
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に 

 
 

 

～

今
、
高
齢
者
の
自
立
を
考
え
る
～
」 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
！ 

 

去
る
３
月
２
日
（
土
）
、
石
川
小
学
校

ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
、
町
と
郡
医
師

会
主
催
の
「
平
成
３
０
年
度
石
川
地
区
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
人

の
方
が
聴
講
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
「
い
つ
ま
で
も
、
元
気
に
自
分

ら
し
く
生
き
き
る
」
と
題
し
て
、
一
般
社

団
法
人
ふ
く
し
ま
を
リ
ハ
ビ
リ
で
元
気

に
す
る
会
代
表
の
岡
本
宏
二
先
生
の
特

別
講
演
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
そ
の

人
ら
し
さ
を
支
え
る
つ
な
が
り
～
医
療

と
介
護
と
地
域
の
力
～
」
を
テ
ー
マ
に
医

師
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
サ
ロ
ン
世
話

人
・
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
立

場
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た
ち
の

取
り
組
み
で
は
、
中
田
サ
ロ
ン
の
支
え
合

い
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
地
区
で
始
ま
っ
た
自
治
協
議

会
福
祉
部
会
の
取
り
組
み
で
は
、
中
谷
地

区
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
吉

田
さ
ん
か
ら
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
皆
さ

ん
と
「
ど
の
よ
う
な
地
域
で
暮
ら
し
た
い

か
」、
支
え
合
い
づ
く
り
の
話
し
合
い
が

始
ま
っ
た
様
子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

昨
年
５
月
か
ら
福
祉
部
会
が
ス
タ
ー

ト
し
、
部
会
は
民
生
児
童
委
員
を
中
心

に
、
長
寿
会
、
保
健
協
力
員
、
山
橋
ふ
れ

あ
い
広
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
区
副
区

長
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
１
０
年
後
を
考
え
て
、
み
ん
な
で
助

け
合
う
」
「
隣
近
所
の
声
掛
け
や
今
で
き

る
こ
と
を
み
ん
な
で
や
ろ
う
」
と
話
し
合

い
確
認
し
て
い
ま
す
。 

１
月
～
２
月
末
に
調
査
し
た
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
の
日
常
生
活
の
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
対
応
の
検

討
が
始
ま
り
ま
す
。 

 

昨
年
５
月
か
ら
福
祉
部
会
が
ス
タ
ー
ト

し
、
部
会
は
民
生
児
童
委
員
を
中
心
に
、

長
寿
会
、
保
健
協
力
員
、
更
生
保
護
女
性

会
、
介
護
相
談
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
・
評
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

会
議
で
は
、
昔
か
ら
の
地
域
の
つ
な
が

り
が
大
事
、
日
頃
か
ら
の
付
き
合
い
を
ベ

ー
ス
に
し
、
近
所
で
ひ
と
声
か
け
て
気
に

か
け
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
て
い
こ
う

と
話
し
合
わ
れ
て
い
ま
す
。 

隣
近
所
の
見
守
り
や
声
掛
け
の
意
識

を
高
め
、
部
会
と
組
長
さ
ん
を
中
心
に
、

地
区
の
行
事
な
ど
機
会
が
あ
る
ご
と
に

み
ん
な
で
話
題
に
し
て
い
く
の
が
自
然

な
や
り
方
で
は
な
い
か
…
と
見
守
り
に

つ
い
て
話
が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の

声
を
聞
き
に
… 

ひ
と
声
か
け
て
、
気
に
か
け
て

く
れ
る
人
を
増
や
す
行
動
を 

 

昨
年
４
月
か
ら
縁
が
あ
っ
て
セ
ン
タ

ー
で
働
き
、
地
域
の
た
く
さ
ん
の
方
々

と
の
出
会
い
と
語
ら
い
を
大
切
に
、
少

し
で
も
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

見
守
り
活
動
の
自
助
・
互
助
・
公
助
と

自
ら
が
地
域
と
つ
な
が
り
、
支
え
合
い
・

助
け
合
い
活
動
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。 

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 石川町の支え合い・助け合いを伝える広報紙と

して第１号となります。 

 この取り組みは様々な社会資源を発掘して、み

んなで共有しそれぞれの地域にあった「みんなが

いきいきと暮らせる地域づくり」を進めていくこ

ととしています。 

昔はよくやられていた「向こう三軒両隣り」の

助け合いや、お互いを気にかけあえる地域づくり

を目指して行きたいと思っています。 

 編 集 後 記 

吉田さんの発表に多くの方が耳を傾けていました。 
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